
 

 

 

2025年度 第１回 防災講演会資料 

～活断層地震と地震で体験したこと～ 

 

日 時  ：  2025年 7月 23日(水)  13:00～17:00 

会 場  ： ①広島会場 広島弁護士会館 

      ②Web個人視聴：自宅・勤務先等の PC（ZOOMによるオンライン参加） 

共 催 ： 公益社団法人 日本技術士会中国本部防災委員会 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会中国支部 

広島県災害復興支援士業連絡会 

後 援 ： 中国地方防災研究会  

 

講演内容： 

13：00 開会挨拶  (一社)建設コンサルタンツ協会中国支部支部長  小田秀樹 

13：05 演題 1「活断層と地震への備えー近年の活断層地震からー」 

       広島大学 大学院人間社会科学研究科 後藤秀昭教授 

14：05 演題 2「阪神・淡路大震災３０年」 

       北淡震災記念公園  米山正幸 総支配人 

15：10 演題 3「「熊本地震において、出来たこと、出来なかったこと」 

       田嶋徹 熊本県信用保証協会会長（元熊本県副知事） 

16：10 演題 4「能登半島地震の支援活動」 

      広島弁護士会 友清一郎 弁護士、真田聖也弁護士、村山省太弁護士、河田崇大弁護士 

 16：55 閉会挨拶 (公社)日本技術士会中国本部防災委員長  青原啓詞  

 



活断層と地震への備え 
ー近年の活断層地震からー

　広島大学大学院人間社会科学研究科 
後藤秀昭 

（文学部　地理学教室）
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1855年 安政江戸地震

ナマズ？

なぜ 地震は起こる？

2

小藤文次郎（1893）による断層運動説

1891年　濃尾地震

地震：断層のずれ

ナマズの尻尾！
これで揺れた！

丸山卓男（1963）による論理的証明

3

地震本部 
地震調査委員会

地震本部 
地震調査委員会

最近の地質時代に繰り返し活動し， 
近い将来に活動する可能性の高い断層

活断層：

地表に出現     地下にある断層　
1891年　濃尾地震
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【変位地形】

変位地形から活断層を探す

特異な地形
積み重ね

地震本部 
地震調査委員会

地震本部 
地震調査委員会

最近の地質時代に繰り返し活動し， 
近い将来に活動する可能性の高い断層

活断層：

地下にある断層　　「地形を作る」

1995年1月17日に活動した断
層

5

地震：活断層のずれ

1995年兵庫県南部地震

「活断層」 
一般名詞に！

（阪神淡路大震災）

中田高氏撮影

ナマズ？

1855年 安政江戸地震

6

地震前地震後

中田　高氏撮影

1995年兵庫県南部地震の右横ずれ
地震：活断層のずれ

7

M7.3
1995年兵庫県南部地震 
（プレート内地震：内陸直下型）

地震本部 
地震調査委員会
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1995年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
中田　高氏撮影

地表地震断層 

9

1995年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

地表地震断層

中田　高氏撮影

10

明石海峡大橋 建設中「活断層」が一般名詞に

1995年兵庫県南部地震
（阪神淡路大震災）

後藤秀昭撮影
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地質図
1990年刊行1991年刊行

活断層図

1995年以前は・・

20万分の1 5万分の1
『日本の活断層』 地質調査所作成

中田高氏撮影
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地理院地図

活断層図（都市圏活断層図）

2.5万分の1
主要断層帯

1995年～

13

1996年公開
明石海峡大橋建設中

活断層（赤線）野島断層 
地表地震断層（ドット）

活断層図（都市圏活断層図）

中田高氏撮影
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の記録
地表地震断層

アリダートによる平板測量

1995年兵庫県南部地震の

後藤秀昭撮影

国天然記念物

15

アリダートによる平板測量

　　1995年兵庫県南部地震　

地表地震断層
1日，＜200点 尾高ほか（1996）

16



益城町杉堂・潮井神社の階段の右横ずれ変位国天然記念物

2016年熊本地震の地表地震断層

熊原康博氏撮影

17

アリダートによる平板測量

LiDARによる計測

2016年熊本地震

　　1995年兵庫県南部地震　

地表地震断層
1日，＜200点

数分，60万点
iPad Pro

尾高ほか（1996）
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2016年4月16日 
午前1時25分 
熊本地方で 

M7.3の地震発生 
（深さ12ｋｍ）
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Loc.1

20



都市圏活断層図「熊本」

布田
川断
層

赤丸は「地表地震断層」確認地点
活断層に沿って横ずれ変位を確認 Loc.1

4月16日調査時点

21

布田川断層から分岐する地表地震断層
益城町に向けて延びる

都市圏活断層図「熊本」
布田
川断
層

赤丸：地表地震断層 確認地点

Loc.2

Loc.3

Loc.1

4月16日調査時点
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Loc.2

23

Loc.2
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家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）

益城町文化会館

25

家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）

26

家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）

益城町役場西の南北に延びる道路
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Loc.3
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Loc.3

29

地表地震断層：活断層図に記載されていた場所に沿って出現

・日奈久-布田川断層帯沿い：長さ約31km 
・出ノ口断層沿い：長さ約5km 
・これまで活断層として認められていない箇所でも地表地震断層が出現

30

　活断層分布 
都市圏活断層図「熊本」（平成13年発行）

多くの地表地震断層が，活断層に沿って出現

2016年の地表地震断層

益城町 益城町

31

益城町役場

断層近くの 
　　建物被害

鈴木ほか（2018）

①地震断層のずれが建物倒壊に
　　　影響を与えた可能性がある
②10 cmを超えるずれが生じた場所では
　　　建物被害は大きい

32



熊本市街地周辺の地形 
（国土地理院 
基盤地図情報 
5mメッシュ標高 
より作成）

数値地形データ 
広域的・詳細に 
断層地形を判読可能に　　　　地震後に活断層を報告

熊本市街地での変位

熊本城

県庁水前寺公園

33

熊本市街地周辺の地形 
（国土地理院 
基盤地図情報 
5mメッシュ標高 
より作成）

台地のヘ
リを

縁取るよ
うに

34

熊本市街地での変位

活断層に
 

沿って 
変位

35

熊本市街地での変位
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2024年1月2日昼のNHKのヘリ動画

港が干上がる
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西
岸
沖
地
形
情
報
不
足

推定活断層
確実な活断層推定活断層

確実な活断層

推定海底活断層
確実な海底活断層

科研グループ（中田・後藤・渡辺ほか）　

陸のみ海陸
政府の地震予測のもとデータ

活断層図

詳細デジタル活断層図（2001年）
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西
岸
沖
地
形
情
報
不
足

推定活断層
確実な活断層推定活断層

確実な活断層

推定海底活断層
確実な海底活断層

地形研究グループ

陸のみ

詳細デジタル活断層図（2001年）

海陸
政府の地震予測のもとデータ

活断層図
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地震後の陸化域

地理院地図による

令和6年能登半島地震変動地形
調査グループ（日本地理学会）
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・北岸で連続（隆起） 
    （延長：約90km） 
     （陸化：4.4平方km） 

・南で沈降の可能性 
　（傾動）

令和6年能登半島地震変動地形
調査グループ（日本地理学会）

地震後の陸化域

→半島下の活断層　

41

白色部：陸化
北西部（吉浦）

地震前の汀線

吉浦

42

揚浜式塩田

白色部：陸化
地震前の汀線

北岸東部（仁江）
仁江

43

N

S

N

S
15
0ｍ 10
0ｍ 50
ｍ 0ｍ
　

150ｍ100ｍ
50ｍ
0ｍ　・かつての海底が陸上に 

　・南へ傾く（もとは水平） 

海底の活断層が作った半島　

13万
前

20万
年

13
万前

20
万年
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能　　
　登　

　　半
　　　

島

能　　
　登　

　　半
　　　

島

変動地形に基づく活断層図

活断層線は後藤（2012）による

細長い丘

凸型斜面

地面のずれ

木ノ浦

大谷

高屋

町野

深見

等深線図のDEM化

陸上は5ｍDEM

変動地益

45
https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/post-1103.html

6月11日公表　海上保安庁webサイト

地震前（2002年）と地震後（2024年）の 
地面の変化

赤：隆起域

46

https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/post-1103.html

F3

F1
6月11日公表　海上保安庁webサイト

海底地形の変化と 
　　変動地形から認定した活断層

後藤（2012）による

47

　 
　・西部で高密度 
　・長大　海底にも　 

中国地方の活断層分布　

地震本部　地震調査委員会 
日本の地震活動― 被害地震
から見た地域別の特徴 ― 
＜改訂版＞
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地震本部　地震調査委員会

己斐 
M7.1五日市 

M7.2
岩国 
M7.6

全体では 
M8.0

安芸灘 
M7.2

　西部で高い　
M6.8以上の地震が30年以内に発生する確率

49

プレート境界型地震

島崎ほか（1996）

90~150年で 
繰り返した

南海トラフ

東海地震 
予知できるか？

50

プレート境界型地震

島崎ほか（1996）

1707年宝永地震

地震本部　地震調査委員会

M8.6 
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プレート境界型地震 1854年安政地震

地震本部　地震調査委員会 
日本の地震活動― 被害地震から見た地域別の特徴 ― ＜改訂版＞

島崎ほか（1996）

M8.4 
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プレート境界型地震 1946年昭和南海地震

島崎ほか（1996）

地震本部　地震調査委員会

M8.0 
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プレート境界型地震の直前直後に内陸地震が多い

最近，地震が多いのはプレート境界地震が近い？

54

地震本部　 
地震調査委員会

海域の大地震の 
規模と確率

55

全国地震動予測地図2018年版 
（地震調査研究推進本部）

30年以内に３％の確率で 
見舞われる震度

56



30年以内に震度６弱以上の 
揺れに見舞われる確率

火災で罹災

全国地震動予測地図2018年版 
（地震調査研究推進本部）

交通事故で負傷

57

https://www.youtube.com/watch?v=bAlrizLNN9M

2011年3月11日　福島市（震度5強）

強い揺れ　約2分

58

気象庁webサイト資料

緊急地震速報
初動を捉えて，強い揺れを予想

　広島県：南海トラフ地震　 
　　　十数秒の猶予

断層が近いと間に合わない

59

つかまる 最寄りで停止 
降りる

気象庁webサイト資料

ブロック塀危険 
看板・ガラスの落下

頭の保護　机の下 
慌てて飛び出さない 
無理に火を消さない

ゆっくり減速 
ハザードをつけて

まとめ 

・地震は断層運動 
・多数の危険な活断層 
・南海トラフ：長い揺れ 
（その前の緊急地震速報）
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1

兵庫県南部地震

１９９５年（平成７年）

１月１７日午前５時４６分

震 度 ７

マグニチュード ７．３

内陸直下型地震

2

3 4



 最大時、１９箇所の避難所に３,６５０人が避難

（災害対策本部に基づく避難箇所に

指定していたのが１１箇所） 5

６,４３４人の死者の内

「直接死」･･･5,500人余り（焼死･･･約500人）

「関連死」･･･ 900人余り 6

7 8



 仮設トイレ設置

 清掃業社と契約 9
10

自衛隊

１月１７日 正午 先見隊

午後４時 本隊第一陣（姫路・第3高射特科大隊）

２１日 香川県善通寺市に本部を置く第2混団 11

自衛隊

道路の障害物の撤去、給食支援、給水支援、

入浴支援、倒壊家屋の撤去等 12



ボランティア

登録された人員８,５００人（１日最大２１５人）

個人参加、医療、専門職、企業、住民団体、宗教団体など 13

ボランティアで大切なのは、代わりをするので
はなく、自立を支援すること。 14

 仮設住宅･･･１２団地に６００戸

土地・ライフラインは北淡町

プレハブ住宅は国（当時の厚生省のリース）

３月６日から入居開始
15

新潟県中越地震
（2004．10．23 17:56 M6.8）

死 者 ６７名

重軽傷者 ４,７９５名

住宅被害 １２０，７４６棟

１．同じ地区で暮らしていた人たちが、まとまっ
て生活できるようにした

２．家族の単位を壊さないようにした

３．仮設住宅の中に地区の集会所や診療所を作っ
た
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被害を最小限度に食い止めることができた要因

 地震発生が生活活動を始める前の未明であった

 水道以外のライフラインが何とか機能した

 火災発生件数が１件であった（無風状態）

 幹線道路が通行可能であった

17

“減災”はできる!!
 住宅の耐震性強化

 家具の転倒防止

 水を備える

 避難場所を決める

 電灯の落下防止

 窓ガラスの飛散防止

 スリッパ・笛・懐中電灯

 災害用伝言ダイヤル（１７１）

 共済

備えあれば憂いなし 18

ワークショップ

 自治体単位、学校区単位で、まず小さな集まりから

 「個人」「家族」「地域」

 常に意識を持つ

☆災害弱者マップ

☆名簿

19

☆情報を防災に活かす
行政と住民が共通認識を持つ

☆正常化の偏見（災害心理学の言葉）

20



東日本大震災東日本大震災
死 者： 1５，９００人

行方不明者： ２，５２３人

震災関連死： ３，７８４人

（2022年3月1日現在）

・27～29％・・・避難していない

・31％・・・戻ってしまった

・57％・・・車で避難（渋滞・事故）

＊弱者搬送限定 21

「一つの想定に縛られるな」

「その状況下で最善の避難行動を取ること」

「率先避難者たれ」
「必死で逃げる姿」が周囲の最大の警告
になる

「防災、減災にゴールはない！！」
22

能登半島地震
複合災害（建物倒壊・津波被害・大規模火災・土砂災害・

液状化・災害関連死・大規模停電）

 阪神・淡路大震災：建物倒壊、大規模火災

 東日本大震災 ：津波被害

 新潟中越地震・新潟中越沖地震：土砂災害、液状化

 熊本地震 ：災害関連死

※

 ライフラインや道路・通信の途絶による集落孤立

 救急救命など初動の遅れ

 災害関連死

 2次避難の困難さ 23

防災の基本

自分の命は自分で守る!!

24






















